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四
六

重

俵

小

委

貯

蔵

試

験
農

身陸

土

中

i撃

敏

緒

言

現
今
行
は
れ
つ
L
あ
る
小
委
包
装
は
、
主
と
し
て
二
重
伎
、
一
重
依
、
呪
及
び
麻
袋
の
問
種
で
あ
る
。
縫
っ
て
小
葬
の
貯
離
に
於
て
は
、

是
等
の
包
恥
訟
の
ま
a
A

倉
庫
に
貯
議
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
而
し
て
営
研
究
所
に
於
て
は
貯
蹴
容
器
の
試
験
を
施
行
し
て
、
既
に
俵
、
夙

、J
、J
、J

及
び
麻
袋
の
貯
蹴
試
蟻
結
果
d
d
o
を
護
表
し
た
。
た
ピ
日
正
迄
一
重
依
の
試
験
を
行
は
友
か
っ
た
に
よ
っ
て
、
設
に
一
重
俵
の
貯
離
試
験
を

行
ふ
事
に
し
た
。

て

試

験

の

方

法

て
試

料

昭
和
十
年
産
の
農
林
四
披
及
び
イ
ガ
筑
後
オ
レ
ゴ
ン
の
二
品
種
を
用
ひ
た
。
共
に
嘗
研
究
所
産
で
あ
っ
て
、
試
料
の
都
合
に
よ
り
金
岡
式

火
力
乾
煉
機
に
て
乾
燥
し
た
る
小
委
を
用
ひ
た
。

二
、
貯

離

容

器

本
試
験
は
一
重
依
の
貯
掛
試
験
を
主
と
し
、
現
今
行
は
れ
つ
』
あ
る
包
長
方
法
の
比
較
を
も
粂
ね
て
、
左
の
五
種
の
容
器
に
入
れ
て
貯
離



し
た
F

イ

一
重
依

普
通
の
二
重
俵
の
内
俵
を
用
ひ
た
e

ロ
、
二
重
依

ハ
、
玖麻

袋(
標
準
と
し
て
)

三
、
貯
ホ
、
締
戴

場

所

研
究
所
内
の
牧
納
合
ぞ
用
ひ
た
。
而
し
て
試
験
に
用
ひ
た
る
牧
納
合
は
、
舎
内
に
操
無
多
く
貯
蔵
保
件
は
良
好
で
は
た
い
。

=
、
試

験

結

果

昭
和
十
年
七
月
に
貯
蔵
ぞ
開
始
レ
、
貯
臓
約
半
ケ
年
後
の
十
一
年
二
月
及
び
一
年
後
の
十
一
年
七
月
に
一
部
を
取
附
し
て
、
そ
の
外
朝
、

水
分
含
量
、
容
積
重
及
び
費
芽
歩
合
を
調
在
し
た
。
尚
一
ヶ
年
後
に
は
製
粉
試
験
を
行
っ
て
、
そ
の
製
掛
歩
合
及
び
小
萎
粉
の
品
質
を
も
調

査
し
た
。

て
貯
離
小
委
の
外
視
の
質
化

貯
蔵
小
婆
は
貯
雄
前
の
乾
燥
十
分
な
る
故
、

一
ヶ
年
後
に
於
て
は
、
何
れ
も
左
し
た
る
外
視
の
悪
堕
は
認
め
ら
れ
ぬ
。

二
品
種
共
に
織
は
勿
論
故
也
良
好
で
あ
っ
て
、
貯
轍
前
と
少
し
も
費
ら
ぬ
が
、
他
の
容
棒
は
貯
離
中
に
小
委
が
吸
漁
し
た
る
た
め
外
翻
少

し
く
悪
貸
し
た
。
而
し
て
二
重
俵
は
備
に
共
い
で
良
好
、
一
重
俵
と
川
町
と
は
殆
ん
ど
差
異
な
く
、
麻
袋
は
設
も
劣
る
。
愚
容
は
ク
ロ
ー
ル
ピ

一
一
室
俵
小
委
貯
蔵
試
蹟

一
四
七



一
一
軍
俵
小
委
貯
蔵
試
験

ク
リ
ン
燦
蒸
に
よ
っ
て
僅
少
に
止
め
得
た
が
、

一
重
依
は
二
重
俵
に
比
し
て
幾
分
滋
害
を
受
け
易
い
様
で
あ
る
。

一
回
入

二
、
貯
離
小
萎
の
水
分
含
量
の
餐
化

貯
繭
約
半
ケ
年
後
の
十
一
年
二
月
及
び
約
プ
年
後
の
十
一
年
七
月
に
於
け
る
、
貯
離
小
変
の
水
分
合
量
の
餐
化
は
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

水分合量の艶化

品種時計貯蔵前lL72IR77|
1% 1.4 1306 .1 14% 3 i一重俊

農 |二重俵 " 
12.8 13.7 

林 l 臥

" 
13.4 13.9 

四 l

理E 両軍 袋 " 
13.4 14.2 

機 " 11.5 
11.4 

イ 一室俵
11.0 12.8 13.9 

ガ
二重俵 12.5 13.5 

筑後 " 
玖 " 

13.2 13.7 
オ
レ
崩 袋 13.3 14.6 

ゴ " 
シ

機 11.0 11.0 
" 

一
重
俵
は
二
重
低
に
比
し
て
防
激
性
乏
し
く
、
従
っ
て
貯
輯
小
委

の
水
分
合
量
の
増
加
が
著
し
〈
、

一
ヶ
年
後
に
は
平
均

一
同
・
一
%

第ー表

に
た
っ
た
。
二
重
伎
は
防
漁
カ
記
官
み
、
水
分
合
量
の
増
加
少
く
、

一
ヶ
年
後
に
平
均

一
三
・
六
%
と
-
な
っ
た
0

M

m

も
二
重
債
と
殆
ん
ど

大
差
た
い
が
少
し
く
防
揚
力
劣
る
様
で
あ
る
。
麻
袋
は
最
も
防
漁
性

乏
し
く
、

一
年
後
に
は
水
分
合
堂
最
も
大
と
な
る
。

要
す
る
に
防
漁
カ
の
賠
よ
り
見
れ
ば
、
二
重
依
、
玖
、

一
重
俊、

腕
袋
の
順
で
あ
る
。

寸
貯
離
小
委
の
容
積
重
の
型
化

貯
蔵
約
半
ケ
年
後
の
十
一
年
二
月
及
び
、
約
一
年
後
の
十
一
年
七

月
に
於
け
る
貯
離
小
委
の
容
積
重
の
嬰
化
は
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

棟
以
外
の
容
器
に
て
は
、
何
れ
も
貯
離
後
に
小
萎
が
吸
渦
し
、
且
つ
小
萎
の
品
質
も
悪
出
更
す
る
故
、
容
積
重
は
共
第
に
減
少
す
る
。

一
重
依
は
二
重
俵
及
び
川
引
に
比
し
て
吸
滅
す
る
事
梢
多
き
故
容
積
重
の
減
少
も
梢
多
い
。



容積重(ー酒重)の塑化
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貯蔵小~の殻芽歩合の費化
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第三表

麻
袋
は
水
分
合
量
最
も
犬
と
友
る
故
、
容
積
重
の
減
少
も
最
も
犬
な
る
は
営
然
で
あ
る
。

" 
77.7 

二重俊

袋

臥

両極

問
、
費

芽

カ

蹄
は
水
分
含
量
増
加
す
る
事
無
き
故
、
従
っ
て
容
積
重
も
殆
ん
ど
減
少
し
な
い
が
、
貯
戴
前
に
比
し
て
極
く
僅
か
に
減
少
し
た
。

機

イ
ガ
筑
後
オ
レ
ゴ
ン

貯
蹴
約
b
T
ヶ
年
後
の
十
一
年
二
月
及
約
一
ヶ
年
後
の
十
一
年
七
月
に
於
け
る
、
貯
離
小
萎
の
費
芽
歩
合
の
幽
変
化
は
第
三
衰
の
如
く
で
あ
る
。

試
料
は
牧
種
時
の
乾
燥
そ
火
力
に
よ
り
、
其
の
際
に
費
芽
カ
が
損
せ
ら
れ
て
貯
戴
前
に
既
に
費
芽
完
全
で
な
い
。

一
重
俵
小
委
貯
磁
試
強

貯
離
約
牟
ケ
年
聞
は
何
れ
も
殆
ん
ど
費
芽
歩
合
は
鑑
定
化
し
な
い
が
、

一
年
後
に
は
何
れ
も
費
芽
力
は
減
少
を
示
し
た
。

一
重
俵
は
費
芽
力

一
四
九



一
貫
俵
小
委
貯
磁
試
睡
眠

五
、
製

結

果

さ
れ

E
麻
袋
よ
り
は
費
芽
歩
合
大
で
あ
る
。

一
五
O

の
減
少
梢
箸
L
く
、
二
重
俊
及
び
夙
に
劣
る
。

粉

貯
誠
一
ヶ
年
後
に
於
け
る
、
貯
蔵
小
萎
の
製
粉
結
果
は
第
四
表
の
如
く
で
あ
る
。

品種 立主~I製…の
-1必 l8ノ.905 

隆
一軍俵 72.3 4※ 8.73 

林
二重俵 7'1.9 2 8.94 

四
耳入 71.4 3 25.15 8.75 

続 H証 袋 72.0 5 8.72 

向複 70.5 1 25.38 8.91 

イ
-I 31.93111 

ガ
3 

後
筑 一重俵 72.0 31.47 11.21 

オ
二重俵 72.2 2 31.69 11.29 

L〆 8え 72.6 2 31.43 11.30 
ヨ-
百品 袋 4 30.94 11.12 ν 

健E 70.8 1 31.89 11.37 I 

果結掛製第四表

製
粉
歩
合
は
鱒
以
外
の
小
委
に
於
て
少
し
く
増
加
し
た
。

小
萎
粉
の
色
樺
は
貯
蹴
前
に
既
に
二
品
種
共
色
樺
柏
岡
部
や
み

て
良
好
で
た
い
白

一
ヶ
年
後
の
色
津
守
見
る
に
、
憾
が
二
日
間
種

共
に
最
良
た
る
は
勿
論
で
あ
る
。
併
し
他
の
容
器
に
於
て
も
著

し
い
悪
堕
は
認
め
ら
れ
ぬ
u

ペ
ツ
カ

l
法
に
よ
っ
て
比
較
す
る

に
順
位
は
第
四
表
の
如
〈
、
備
に
つ
い
で
二
重
依
、
夙
で
あ
っ

※敏字1'1比較順位を示す。

て
一

重
依
は
鞘
劣
り
、
最
も
劣
る
は
麻
袋
で
あ
る。

歎
量
も
貯
蹴
前
に
比
し
て
減
少
極
く
僅
か
で
あ
る
が
、
矢
張

り
麻
袋
が
減
少
最
も
多
く
一

重
佳
之
に
つ
ぎ
、
二
重
住
及
び
夙

は
最
も
減
少
少
い
。

要
す
る
に
小
委
は
貯
戴
紛
の
乾
燥
十
分
で
あ
る
か
ら
、
貯
蔵

が
、
容
器
の
比
較
順
位
は
縮
、
二
重
俵
、
氏
、

一
重
低
、
麻
袋
の
順
で
あ
る
。
一
・
グ
年
後
に
於
凶
切
る
小
委
粉
の
品
質
の
悪
艶
は
何
れ
も
少
か



製麺及び製麺賄結果

品種明? Ii 麺怨

廻の色津|伸度|食味 pa12号FZlP要35|食味
1.59 1 -I 447.0 1 一 一 一

農
一軍俵 B3'* 1.57 A2 430.5 A3 A3 

林
二重俵 A1 1.59 A1 455.5 A1 A2 A2 

四
臥 A2 1.61 A1 450.0 A1 A3 A2 

自君
麻 袋 B4 1.57 A2 441.5 A2 A5 A3 

機 A1 1.59 A1 4臼.5 A1 A1 A1 

一 1回 1-1521.01一 一
イ
ガ

筑後
一重俵 A4 1.回 A2 4伺.5 A2 A4 

オ
二重俵 A2 1.64 A2 528.0 A1 A2 A2 I 

レ I!A A3 1.部 A2 518.5 A1 A3 I 
-:J' 

E踊 B5 1.60 A2 497.5 y 袋 A2 A5 A5 

機 A1 1.槌 A1 530.0 A1 A1 I A1 

第五衰

一
一
室
俵
小
宮
費
助
包
蔵
試
厳

六
、
製
麺
及
び
製
麺
娩
結
旧
式

貯
蔵
一
ヶ
年
後
に
於
け
る
、
貯
離
小
萎
の
製
麺
及
び
製
麺
拍

結
果
は
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。

麺
及
び
麺
舶
に
於
て
も
、
貯
戴
前
に
既
に
少
し
く
小
萎
粉
の

品
質
令
損
じ
て
ゐ
る
故
良
好
で
な
い
が
、
貯
確
に
よ
る
艶
化
は

左
し
て
著
し
く
な
い
。
容
器
別
の
差
異
も
著
し
く
は
な
い
が
、

矢
張
り
備
が
最
も
よ
く
、
二
重
俊
、
玖
二
重
伎
、
麻
袋
の
順
で

あ
る
。

※数字は比較順位を示す。

三
、
考

察

以
上
の
如
く
一
ヶ
年
聞
の
貯
離
結
果
そ
調
革
し
た
る
に
、
貯

戴
小
奈
は
貯
蔵
前
の
乾
燥
十
分
伝
る
故
、
何
れ
も
貯
離
に
よ
る

小
委
品
質
の
悪
鍵
少
〈
良
好
で
あ
る
。

一
貫
張
は
梢
防
渦
カ
乏

し
〈
、
従
う
て
貯
離
小
菱
は
吸
渦
し
易
い
。
例
へ
ば
貯
蔵
前
に

水
分
平
均

一一

・
二
d
n
で
あ
っ
た
小
奈
が
、
貯
蹴
一
ナ
年
後
に

一
四
二

dwと
危
う
た
。
然
る
に
二
重
俊
に
於
て
は
水
分
一
一
ニ
・

一
五



一
軍
俵
小
委
貯
蔵
試
睡
眠

一五一一

六
%
と
た
っ
た
。
従
っ
て
貯
離
小
委
の
貯
蔵
結
果
も
二
重
俵
に
劣
っ
て
ゐ
る
。
尚
一
重
依
は
掻
警
を
受
け
易
く
、
且
つ
営
地
方
の
二
重
伎
の

内
俵
を
用
ひ
た
る
に
も
よ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
目
溢
れ
の
多
い
般
黙
が
あ
る
。

要
す
る
に
一
重
俵
は
、
二
重
佳
、
臥
に
比
べ
て
貯
離
結
巣
劣
り
、
且
晶
容
を
受
け
易
く
、
且
つ
目
溢
れ
多
き
依
賄
が
る
う
て
、
貯
臓
に
油

す
る
と
は
言
ひ
難
い
。

貯
蔵
容
器
を
比
較
す
る
に
、
傭
密
封
は
最
も
有
効
で
あ
っ
て
、
貯
戴
結
果
は
特
別
に
良
好
で
あ
る
。
維
以
外
の
容
器
に
て
は
、
貯
磁
小
萎

の
品
質
の
悪
脳
死
を
完
全
に
菟
れ
る
事
は
出
来
な
い
。
現
行
の
包
恥
訟
で
は
二
重
俵
が
最
も
有
効
で
あ
っ
て
、
費
化
少
く
良
好
で
あ
る
。
一
重
俵

は
二
重
俵
、
夙
に
弐
い
で
ゐ
る
。
瓜
も
二
重
依
に
比
し
て
殆
ん
ど
劣
ら
な
い
。
麻
袋
は
一
重
俵
に
比
し
て
更
に
結
果
慈
し
く
最
も
劣
る
。

要
す
る
に
現
行
包
訟
の
貯
蔵
効
果
の
順
序
は
、
二
重
様
、
成
、

一
重
俵
、
麻
袋
の
順
で
あ
る
。

摘

要

て
小
萎
に
つ
き
一
重
依
の
貯
蔵
結
果
令
試
験
し
た
っ
併
せ
て
現
行
の
包
訟
に
よ
る
貯
臓
の
結
某
と
も
比
較
し
た
。

二
、
昭
和
十
年
産
小
萎
農
林
四
披
及
び
イ
ガ
筑
後
オ
レ
ゴ
ン
の
二
日
間
誼
を
用
ひ
て
、
昭
和
十
年
七
月
に
貯
蔵
を
開
始
し
て
、
十
一
年
七
月
ま

で
一
ヶ
年
間
の
結
果
を
調
高
し
た
。

一
二
、
貯
離
方
法
は
、
前
記
二
品
種
の
小
委
そ
各
々
水
分
約
一
一
，
%
と
し
、
六

O
E宛
現
行
の
包
駐
方
法
た
る
一
重
俵
、
二
重
俵
、
麻
袋
及
び

瓜
に
入
れ
た
。
向
標
準
と
し
て
蹄
密
封
貯
離
そ
も
行
っ
た
。

四
、
貯
離
小
奈
は
乾
燥
良
好
で
あ
る
か
ら
、

一
ヶ
年
聞
の
貯
蔵
で
は
、
何
れ
の
容
器
に
で
も
小
薬
品
質
の
悪
嬰
は
左
し
て
著
し
く
は
な
い
。



五
、
傭
密
封
は
最
も
有
効
で
あ
っ
て
、
貯
厳
に
よ
る
雌
変
化
は
殆
ん
ど
友
い
が
、
他
の
包
畿
に
て
は
、
何
れ
も
完
全
怠
る
貯
轍
結
果
は
得
ら
れ

念
い
。

六
、
現
行
位
挫
の
貯
誠
結
果
の
順
位
は
、
二
重
俵
、
味
、

一
軍
張
、
麻
袋
の
順
で
あ
る
。

七
、
一
重
俵
は
二
重
俵
及
び
夙
に
比
し
て
防
揚
力
劣
り
、
従
っ
て
小
奈
は
吸
渦
し
易
く
貯
離
結
果
劣
る
。

八
、
向
一
重
俵
は
運
搬
等
の
際
に
目
溢
れ
多
く
、
且
貯
蹴
中
の
轟
害
も
梢
大
で
あ
る
。

九
、
要
す
る
に
一
重
依
の
貯
蔵
結
果
は
二
重
俵
及
び
夙
に
劣
り
、
貯
蹴
に
は
有
効
と
は
一育
へ
た
い
。
只
僅
か
に
麻
袋
よ
り
は
可
た
る
を
認
め

?と。附
記

本
試
験
は
所
長
近
藤
楠
博
士
の
御
指
導
の
下
に
施
行
し
た
@
設
に
謹
ん
で
謝
窓
ぞ
表
す
る
。
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